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2017年度 事業報告書 

（事業期間：2017年1月1日～2017年12月31日） 

NPO法人チェルノブイリ医療支援ネットワーク 
 

（1）チェルノブイリ原発事故の被災者及び被災地に対する支援事業  

①ベラルーシ訪問事業 

▼実施期間 ：2017年9月 

▼実施内容 ： 

2017年1月9月にベラルーシ共和国を訪問しました。 

詳細は会報「チェルノブイリ通信」109報告しています。 

http://www.cher9.org/images/tusin_109.pdf 

 

②被災者と障がい者による福祉工房「のぞみ21」支援事業 

▼実施期間 ：2017年1月～12月 

▼実施内容 ： 

工房より仕入れた木工品やリネン製品を、インターネットや各催しなどで販売しました。 

また支援者の皆さまから寄せられた運営カンパ350ドルを届けました。  

 

（2）日本国内での原子力災害などによる被災者及び被災地に対する支援事業  

①東日本大震災に対する支援事業 

▼実施期間 ：2017年1月～12月 

▼実施内容 ： 

島根大学 野宗義博先生の福島、関東での甲状腺検診に同行する医学生に

対して交通費の支援を行いました。 

同行した医学生の報告を会報「チェルノブイリ通信」107号、108号 

および109号に掲載しています。 

http://www.cher9.org/images/tusin_107.pdf 

http://www.cher9.org/images/tusin_108.pdf 

http://www.cher9.org/images/tusin_109.pdf 

 

2017年1月26日島根大学医学部で開催された第4回島根セメイ 

国際シンポジウムに参加しました。 

詳細は会報「チェルノブイリ通信」106号にて報告しています。 

http://www.cher9.org/images/tusin_106.pdf 

 

2017年3月28日宮崎県宮崎市で開催された日本衛生学会学術

会議における市民国際講座に参加しました。 

詳細は会報「チェルノブイリ通信」107号にて報告しています。 

http://www.cher9.org/images/tusin_107.pdf 
セメイ医科大学 アイゲリム先生 
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3）被災者及び被災地の現状を周知するための普及啓発事業  

①会報「チェルノブイリ通信」発行事業 < http://www.cher9.org/tusin.html  > 

▼実施期間 ：2017年1月～12月 

▼実施内容 ： 

2017年3、6、9、12月の年4回発行し、会員の皆さまや広く一般の方々へ国内外での活動や被災地の様

子について伝えました。各号の発行部数、掲載内容などは次のとおりです。 

 

②その他の情報発信事業 

▼実施期間 ：2017年1月～12月 

▼実施内容 ： 

＊団体ウェブサイト等での情報発信 

＊つなぐっず会参加 

＊イベント参加 

 

（4）フェアトレード事業  

①物品販売事業 

▼実施期間 ：2017年1月～12月 

▼実施内容 ： 

（株）ウインドファームの協力を得て、フェアトレードコーヒー、紅茶などの紹介、販売を行いました。 

号 特集記事 発行月 発行部数 

No.106 3月 1900部 島根セメイ国際シンポジウム・レポート 

No.107 6月 2300部 福島第一原発事故避難者の選択～帰るべきか、帰らざるべきか～ 

No.108 9月 2400部 福島第一原発事故から6年。甲状腺検診の現場 

No.109 12月 2250部 2017年秋・ベラルーシ訪問レポート 

月日 内容 

11月19日 
第28回和白干潟まつり 

＠和白干潟（福岡市東区） 

6月22日 

12月13日 

つなぐっずマルシェ 

＠福岡県庁ロビー（福岡市博多区） 

通年 つなぐっずカタログ Vol.3作成中 
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その他 

①組織運営体制 

▼理事   ：中山悠、和田幸策、河上雅夫、川原秀之、小川峰湖、平川可南子 

▼監事   ：本田正之 

▼事務   ：川原秀之（事務局長） 

▼ボランティア ： 

各種事業でボランティア募集を行い、イベント、会報発行、翻訳作業等にてご協力を賜りました。 

その他、今年度の支援事業を実施する上で多くの法人、個人の方からご協力、ご賛同を賜りました。 

 

▼総会   ：2017年2月25日（土）＠あすみんセミナールーム 

▼理事会  ：不定期開催 

 

セミナー参加  

 

③資金調達 

グリーンコープ生協組合員へカンパ申込みチラシを配布、協力呼びかけ 

グリーンコープ生活協同組合を通じて組合員の方々へカンパを呼びかけ、6,118,000円（前年度比

138％）の寄付をいただきました。 

 

「イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン」に団体登録 

毎月11日の買い物レシートの金額の1％が登録団体に寄付される「イオン幸せの黄色いレシートキャン

ペーン」に登録。 

 

きしゃぽんリサイクル募金での寄付呼びかけ 

嵯峨野株式会社のCSR活動の古本募金事業「きしゃぽんリサイクル募金」に登録。ウェブサイト、チラシ

配布などで寄付を呼びかけました。 

http://www.kishapon.com/chernobyl/ 

 

 

 

 

▼福岡県NPO・ボランティアセンター「事業・運営相談」 2017/01/27 

▼福岡県NPO・ボランティアセンター「NPO会計相談会」 2017/12/15 


